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滋賀医科大学における
省エネルギー対策取組事例

大学における省エネルギー対策に関する研修会資料
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目 次
滋賀医科大学 概要・規模 ・・・・・・・・・・ １

滋賀医科大学 エネルギー消費量等 ・・・・・・ ２

中期目標・中期計画（省エネ関連抜粋）・・・・・ ３

年度計画（省エネ関連抜粋）・・・・・・・・・・ ４

省エネルギー・環境配慮等関連活動組織 ・・・・ ５

学内ESCO事業とは？ ・・・・・・・・・・ ６

省エネルギーの着眼点 ・・・・・・・・・・ ７

事例① 蒸気配管放熱対策の部 ・・・・・・・・ ８
事例② ボイラ給気用送風機回転制御の部 ・・・ ９

学内ESCO事業実施プロセス ・・・・・・・・１０

新たな整備手法に関する資料 ・・・・・・・・１１

学内ESCO事業具体例 P資料 ・・・・・・・・１２・１３

〃 C資料 ・・・・・・・・１４

省エネルギーの手引きの事例紹介 ・・・・・・・１５
滋賀医科大学における省エネ活動・工事・・・・・１６

省エネルギー管理の進め方 ・・・・・・・１７

省エネルギー活動を進めるにあたって ・・・・・１８

最後に ・・・・・・・・１９



滋賀医科大学 概要・規模

所在地 滋賀県大津市瀬田月輪町
学部 医学部（医学科、看護学科、附属病院）
職員数 約1,000人
学生数 約1,000人
附属病院病床数 約600床
患者数 入院約500人、外来約1,100人／日
敷地面積 233,018㎡
建築面積 35,434㎡
延べ面積 101,921㎡
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滋賀医科大学 エネルギー消費量等

平成16年度 平成17年度 平成18年度
A重油(kl) 157 127 108
都市ガス(千m3） 3,713 3,713 3,392
電気（千kwh)        21,465            20,813             20,692
合計 (GJ)             380,287          373,125           362,203
原油換算(kl) 9,811              9,627               9,343
延べ面積(㎡) 101,329         101,428           101,921
原単位(kl･年/㎡)     0.0968           0.0949 0.0917
対前年比 0.980                0.966

二酸化炭素排出量( t-co2)   15,960 15,637 15,496
対前年比 0.980 0.991

第一種エネルギー管理指定工場
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中期目標・中期計画（省エネ関連抜粋）

中期目標
Ⅳ 財務内容の改善に関する目標

２ 経費の抑制に関する目標
管理業務の合理化と効率的な施設運営及び

事務の合理化、人員配置の適切化等を進める
ことにより、管理的経費の削減を図る。

中期計画
Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するために

とるべき措置
２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置
（１）管理的経費の抑制に関する具体的方策

５）全学的な光熱水量の削減を目指す。
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年度計画（省エネ関連抜粋）

平成17年度
ａ）全教職員及び学生に対し、節水及び節電等について意識を浸透させる。

ｂ） 全学的な節減対策ワーキンググループを立ち上げ、一般管理費削減に
向けた各種の取組を実施していく。

平成18年度
ａ） 全教職員及び学生に対し、節水及び節電等について意識を浸透させ、

具体的な施策を展開し、年間１％以上の節約を実行する。
ｂ） 昨年度に立ち上げた全学的な節減対策ワーキンググループで、一般管理

費削減に向けた各種取組を実施する。
ｃ）学内ＥＳＣＯ事業の実施による省エネルギーの向上を図る。

平成19年度

ｃ）学内ＥＳＣＯ事業の実施による省エネルギーの向上及び検証を行う。
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省エネルギー・環境配慮等活動組織

◇建築・環境委員会

○ 委員長：総務等担当理事 （教員13名、事務他5名）

○ 施設整備基本計画、環境整備、廃水処理施設整備計画、

交通・駐車場規制、防災、省エネ、環境報告書等※

※ 環境報告書WG設置(エネルギー管理員参画）

◇節減対策ＷＧ
○ 委員長：経営担当理事（教員6名、エネルギー管理員、事務他19名）

○ 光熱水量等の削減、学内施設の有効利用
もったいない見回り隊

全学に節電シール・ポスター等貼付
光熱水量使用実績を公開

○ ペーパーレス化の推進
会議資料の削減・業務の電子化・コピー機使用実績公開

カラーコピーの自粛
○ その他

郵便料金の節約・広報誌発行部数見直し等
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学内ESCO事業とは？

目的
省エネ効果の期待できる事業を自前にて省エネルギー対策工事（学内ＥＳＣＯ事業）を実施し

光熱費の削減を図るとともに、削減できた予算で更なる省エネ工事を実施する。

経緯
滋賀医科大学では、コスト構造改革を実施する中で、学内ＥＳＣＯ事業が大学の光熱費縮減

効果が期待出来る事業であり、また省エネルギー対策の重要な方策であるので、今後継続して

実施することとした。

概要
省エネ対策工事計画を策定し費用対効果の大きいものから実施できるよう計画する。（Ｐ）

省エネ対策工事に必要な初期投資費用を、運営費交付金等により計画を実施する。（Ｄ）
光熱経費削減の検証及び評価を行う。（Ｃ）
プロセスの継続的改善・向上に必要な措置を実施する。（Ａ）
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必 要 性 やめる

運転効率 とめる
運転状態 さげる
稼 働 率 なおす
排 熱 ひろう
機 器 かえる

省エネルギーの着眼点（キーワード）
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事例① 蒸気配管放熱対策の部

機械室内の室温が高く、機器、付属装置、バルブ類より無駄に
エネルギーが放熱されていた。

高温の発熱体からの熱エネルギーの損失を断熱によって抑えることは
大きな省エネ効果がある。

機器、バルブ類への保温は設置後のエネルギーも必要なく、性能も変化
せずに継続的なエネルギーの損失防止効果を期待できる。また、初期投資が
比較的少なく、設置後のランニングコストもかからないことから費用対効果が
大きいので、省コストの意味合いからも有効である。

着眼点

効果予想
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本学では「ボイラの管理」として、ボイラ燃焼用空気は蒸気負荷にかか
わらず常時一定量であったが、ボイラ負荷による送風機のインバーター
制御することにより、必要以上に燃焼することが少なくなりエネルギー
の一部が排ガスとして大気放出することが減少し省エネ効果が期待でき
る。

ボイラ燃焼に係る空気量制御が常時一定量であったため、

適正な空気量によるボイラ燃焼を行っていなかった。

着眼点

効果予想

事例② ボイラ給気用送風機回転制御の部
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学内ＥＳＣＯ事業実施プロセス

平成17年度 4月 施設課内において学内ＥＳＣＯ事業実施に向け特命

チーム発足

8月 学内ＥＳＣＯ事業計画素案にて経営担当理事に提案

11月 学内ＥＳＣＯ事業計画書作成

1月24日 財務委員会にて学内ＥＳＣＯ事業実施の了承を得る

1月25日 経営協議会にて学内ＥＳＣＯ事業実施の了承を得る

3月31日 学内ＥＳＣＯ事業No.1プロジェクト工事しゅん功

平成18年度 7月26日 経営協議会にて今年度も継続して学内ＥＳＣＯ事業

実施することの了承を得る

2月28日 学内ＥＳＣＯ事業Ｎｏ．２プロジェクト工事しゅん功

平成19年度 5月23日 経営協議会にて学内ＥＳＣＯ事業Ｎｏ．１，２検証結果

報告
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PDCAサイクル



７．その他自己収入等による整備⑧ 【滋賀医科大学】

自己財源による省エネルギー対策を実施（学内ＥＳＣＯ事業）
・外部事業者による事業導入に代え、本学独自の省エネルギー対策を計画し、光熱水量の削減を図る。

施 設 名 附属病院地下機械室

整備内容 蒸気配管の放熱対策

使用開始 平成１８年３月

事業によるメリット

・ＥＳＣＯ事業者に支払うサービス料が発生しないために費用対効果が期待できる。

・ＥＳＣＯ事業者との契約手続きの事務負担が軽減できる。

導入に当たってのポイント

・省エネ対策工事計画を策定し、費用対効果の大きいものから実施する。
・省エネルギー効果について検証。
・省エネ効果により、削減できた経費で更なる省エネ対策工事を実施。

事業内容
整備概要

写真・パース

14

今後の予定
・運営費交付金
・寄付金
・間接経費

省エネルギー対策の実施

光熱水料削減額

自己収入（授業料収入）

事業の財源

削減効果の検証
更なる改善方策等の検討

光熱水料の削減

省エネルギー対策工事計画
・工事内容、費用対効果の検
討

老朽設備等の改修・修繕の検
討

役員会の承認

学部等と相談

持続的な省エネルギー対策の
実施
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平成18年 7月
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１６

滋賀医科大学における省エネ活動・工事

新エネルギー関係
太陽熱利用、太陽光発電設備の導入計画、地熱利用、風力利用等・・・・・

建築関係
複層ガラス、熱線反射ガラス、断熱材（吹付、打込）、断熱材張り、

外装タイル（グリーン購入法適合品）、ライトコートによる自然採光、屋上防水（断熱工法）

電気設備関係
インバーター型蛍光灯、デマンドコントローラ、人感センサー、トップランナー機器、
高輝度誘導灯、調光制御、アルモファス変圧器の採用、力率改善コンデンサ 、
特高受変電設備、BEMSの導入、分散型電源、ソーラーシステム、

トランスの統廃合、EVのインバーター制御、自販機のタイマー制御・・・

機械設備関係
蒸気系統断熱、インバーター型コンプレッサ・ファン・ポンプ、ボイラードレン回収、
節水装置、節水コマ、自動水栓、擬音装置の導入、排熱有効利用、計量器の更新、
氷蓄熱空調機、コンプレッサの台数制御、装置類の断熱・・・・・

啓蒙関係

省エネポスター貼り、節電・節水シール貼り、もったいない隊巡回、光熱費公表

文字色種別：黒字は、今後計画及び実施予定を、朱書きは活動実績を表す。



計画的な計測・記録による改善案の立案

エネルギー管理組織の整備

省エネルギーの目標設定

エネルギー消費状況把握

エネルギー原単位の管理

改善案の具体計画と実施

省エネルギー管理の進め方

省エネルギーセンターHPより

１７

権限委嘱・構成員教育・全員参加・外部よりアドバイス

トップの方針明確化・関係部門計画立案

管理標準の設定

計測・エネルギー定量的把握・分析・記録

原単位・エネルギー比率・エネルギー消費量

全員参加による問題点・

改善案抽出、具体計画・立案

PDCA管理サイクル、改善案周知徹底、推進

（ 参 考 ）



１８

省エネルギー活動を進めるにあたって

意識改革
啓蒙活動や教育を行っても個人の意識レベルが向上しない。例えば離席時

のOA機器電源OFF等個人毎が行うべき行動ができていない。

現状把握
適切な省エネ計画策定のための現状把握を行うにあたり、それに必要な

計測器の設置が必要であるが、それ以外にBEMS導入やそれに伴う配管

配線ルートの整備が必要であり、多大な経費が掛かる。

全員参加による改善活動
本学の構成員は、役員・教員・事務職員・技術職員・学生・入院患者・外

来患者等様々な人で構成されていること、及び業務においても業務内容が

異なるグループにより構成されていることにより周知・意思の疎通が困難

である。



本学として、省エネルギー対策は、地球温暖化対策、

省エネ法、エネルギーコスト管理の観点から積極的な

取組を行うことが必要であることを確認しており、省

エネ活動に当たっては、前ページの問題点もあるが、

推進する以外選択肢は無く、今後、労力・予算が比較

的少なく費用対効果の大なる学内ＥＳＣＯ事業を筆頭

に順次計画・実施・検証のＰＤＣＡサイクルを回し、

省エネルギー対策を推進することとしている。

１９

最 後 に



国立大学法人 滋賀医科大学

施設課

住所 〒 ５２０－２１９２

滋賀県大津市瀬田月輪町

電話（ダイヤルイン）

電気関係 ０７７－５４８－２０５６ tmaoda
機械関係 ０７７－５４８－２０５８ mmatsui

ＦＡＸ 共通 ０７７－５４８－２０４７

Eｰmail ####@belle.shiga-med.ac.jp

問い合わせ先


